
奈
良
市
で
小
学
校
一
年
生
の
女
児
が
下

校
途
中
に
行
方
不
明
と
な
り
、
殺
害
さ
れ

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
を

控
え
、
警
察
や
消
防
で
は
特
別
警
戒
体
制

に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
児

童
・
生
徒
の
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
忙

し
い
年
の
瀬
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
さ
ん
で

声
を
掛
け
合
い
犯
罪
者
が
侵
入
し
に
く
い

地
域
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
年
十
二
月
十
日
は
、
国

際
連
合
が
提
唱
す
る
「
人
権

デ
ー
」
で
す
。
世
界
各
国
で

人
権
思
想
の
啓
発
の
た
め
の

行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
、
毎
年
十
二

月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
講

演
会
の
開
催
や
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
命
の
尊
さ
・
大
切
さ

や
自
己
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
る
と
同
時
に
他
人

も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
真
に
実
感
し
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域

社
会
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
流
山
部
会
（
米
山
孝
平
部

会
長
）
で
は
、
人
権
相
談
や

研
修
、
啓
発
活
動
な
ど
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
四
月
に
は
、
横
田

滋
さ
ん
・
早
紀
江
さ
ん
ご
夫

妻
を
お
招
き
し
、
人
権
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
拉
致

は
人
権
侵
害
と
い
う
観
点
か

ら
同
部
会
で
は
、
拉
致
問
題

の
早
期
解
決
と
被
害
者
の
無

事
救
出
を
願
っ
て
、
昨
年
に

続
き
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
ブ
ル

ー
リ
ボ
ン
を
結
ぶ
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
と
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
週
間
の
初
日

に
あ
た
る
十
二
月
四
日
�
に

は
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。こ

と
し
の
テ
ー
マ
は
、
障

害
者
と
補
助
犬
へ
の
理
解
。

市
内
で
盲
導
犬
カ
ー
リ
ン
と

生
活
さ
れ
て
い
る
片
山
澄
江

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
お
話
を

伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

を
。▽

日
時
＝
12
月
４
日
�
10

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
内
容
＝
人
権
擁
護
委
員

活
動
内
容
の
紹
介
、
盲
導
犬

に
関
す
る
体
験
談
等
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

し
合
え
る
社
会
を
築
き
た
い

も
の
で
す
。

公
民
館
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千

葉
放
送
局
と
共
催
で
、「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
で

お
な
じ
み
の
「
ぐ
〜
チ
ョ
コ

ラ
ン
タ
ン
」
の
仲
間
た
ち
に

よ
る
歌
や
遊
び
な
ど
の
楽
し

い
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
す
。
観
覧
を
ご
希
望

の
方
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
＝
平
成
17
年
２
月

12
日
�
▽
公
演
時
間
＝
�
１

回
目
…
13
時
〜
13
時
40
分
�

２
回
目
…
15
時
30
分
〜
16
時

10
分
※
開
場
は
30
分
前
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
各

１
０
０
０
人
（
多
数
抽
選
）

▽
出
演
＝
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン

タ
ン
の
仲
間
た
ち
（
ス
プ
ー
、

ア
ネ
ム
、ズ
ズ
、ジ
ャ
コ
ビ
）、

う
た
の
お
姉
さ
ん
※
番
組

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

に
出
演
中
の
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
出
演
は
あ
り
ま
せ

市
で
は
、
増
え
る
犯
罪

な
ど
を
防
止
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
づ
く
り
の
た
め
、
防

犯
な
ど
地
域
へ
の
貢
献
意

識
が
高
く
、
無
報
酬
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
え
る
（
仮

称
）
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
同
隊
は
、
市

内
全
域
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や

広
報
活
動
、
研
修
な
ど
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
の
70
歳
未
満
で
体

力
に
自
信
の
あ
る
方
、
日
中

ま
た
は
夜
間
の
い
ず
れ
か
に

パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
方
▽
報

酬
＝
無
償
▽
任
期
＝
２
年
間

▽
応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
応
募
理
由
（
50

字
程
度
）
を
明
記
し
、
12
月

19
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
生
活
安
全
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
▽
選
考
＝
選
考

会
で
決
定
し
、
応
募
者
全
員

に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
ま

た
、
隊
員
決
定
者
に
は
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
す

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

奈
良
市
の
事
件
を
受
け
、

十
一
月
十
八
日
、
市
役
所

で
緊
急
校
長
会
議
が
開
か

れ
ま
し
た
。
危
険
個
所
な

ど
に
関
す
る
情
報
の
共
有

や
地
域
と
の
連
携
な
ど
、

年
末
年
始
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
や
ス
キ
を
狙
っ
た

「
ひ
っ
た
く
り
」
や
「
空
き

巣
狙
い
」
な
ど
の
犯
罪
が
多

発
す
る
時
期
で
す
。

警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯

罪
を
防
止
す
る
た
め
、
十
二

月
十
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り

締
ま
り
」
を
実
施
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
日
ご
ろ
か

ら
「
声
掛
け
運
動
」、「
あ
い

さ
つ
運
動
」、「
一
戸
（
一
門
）

一
灯
運
動
」
な
ど
を
通
し
、

不
審
者
が
近
づ
き
に
く
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
不
審
者
を
見
か
け
た
と

き
は
、
警
察
に
通
報
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
流
山
警
察
署
�
７
１
５

９
―

０
１
１
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新

選
組
！
」
も
、
い
よ
い
よ
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
十
二
月
五

日
�
午
後
八
時
か
ら
の
放
送

タ
イ
ト
ル
は
、
ず
ば
り
「
流

山
」。
新
選
組
は
、
流
山
に

転
陣
し
ま
す
が
、
新
政
府
軍

に
包
囲
さ
れ
ま
す
。
そ
の
と

き
近
藤
勇
は
…
。
番
組
の
終

わ
り
に
は
、
現
代
の
流
山
も

紹
介
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
下
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
二

十
六
日
に
は
、
学
校
警
察

連
絡
協
議
会
か
ら
小
・
中

学
校
全
校
へ
不
審
者
を
撃

退
す
る
た
め
の「
さ
す
ま
た
」

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
文

化
会
館
で
�
流
山
青
年
会
議

所
と
公
民
館
の
共
催
に
よ
る

防
犯
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
、
市
内
各
地

で
、
自
治
会
な
ど
を
単
位
と

し
た
十
三
の
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４
日
か
ら
人
権
週
間

お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
社
会
を

み
ん
な
で
地
域
の
安
全
を

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集

大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」

5
日
は
流
山
が
舞
台

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

を
守
ろ
う
！

雨の中でパトロールする鰭ケ崎小PTA「お助け隊」の皆さん

平成
16年

12
1
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不
審
者
を
見
か

け
た
ら
警
察
へ

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う 

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う 

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
社
会
を 

NN HH KKKNN HH KKK

ん
。
ま
た
放
送
の
収
録
は
あ

り
ま
せ
ん
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

の
往
信
の
裏
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
保
護
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
す
る
回

（
１
回
目
ま
た
は
２
回
目
）、

返
信
の
表
面
に
も
郵
便
番
号
、

住
所
、
保
護
者
の
氏
名
を
記

入
し
、
平
成
17
年
１
月
21
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
６
０
―

８
６
１
０
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送

局
「
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ

ン
・
流
山
市
」
係
へ
※
１
月

28
日
に
結
果
通
知
発
送
予
定
。

１
枚
の
入
場
整
理
券
で
４
人

ま
で
入
場
で
き
ま
す
。
お
子

さ
ま
だ
け
で
の
申
し
込
み
、

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

□問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
�

０
４
３
―

２
２
７
―

７
３
１

１
（
平
日
10
時
〜
18
時
）
／

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

おかあさんといっしょ 

往復ハガキでお申し込みを 

4
日
の
人
権
講
演

会
に
ご
参
加
を
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平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

の
決
算
状
況
は
、
歳
入
が
３

８
９
億
８
４
１
８
万
１
千
円

（
対
予
算
額
の
収
入
割
合

97
・
０
％
）、
歳
出
が
３
８

０
億
５
７
０
万
２
千
円
（
対

予
算
額
の
支
出
割
合
94
・

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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表1 平成15年度一般会計決算

表2 平成15年度特別会計決算

区分 用語の説明等 
収入済額 
（千円） 

前年度 

市 　 税  

地方消費
税交付金 

地方交付
税 
使用料及
び手数料

国庫支出
金 

県支出金 

繰 越 金  

市 債  

そ の 他  

合 　 計  

19,008,159 

1,035,852 

2,281,758 

567,253 

3,565,900 

1,347,415 

1,161,873 

5,538,400 

4,477,571 

38,984,181

－4.8 

12.2 

－28.6 

－3.4 

19.3 

16.4 

－29.4 

－16.5 

15.5 

－4.9

比率（％） 

市民税、固定資産税、市たばこ税、都
市計画税など、市に納付された税金 

県税として徴収した租税が地方公共
団体に交付されたもの 

市が標準的な仕事をしていくうえで必要
な経費を算出し、国から交付されたもの 

市の施設の使用料や住民票・各種証
明書などの交付手数料など 

国から支出されたお金（負担金、補助金、
委託金） 

県から支出されたお金（負担金、補助金、
委託金） 

前年度から繰り越されたお金 

その年の収入では賄えない大きな事業を行
うため、市が国や銀行などから借りたお金 

地方譲与税、利子割交付金、自動車取得税交
付金、地方特例交付金、分担金及び負担金など 

区分 用語の説明等 
支出済額 
（千円） 

前年度 
比率（％） 

総務費 

民生費 

衛生費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

その他 

合　計 

市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍
関係事務、選挙、統計調査、広報、コミュ
ニティの推進などの経費 

福祉手当、生活保護、福祉会館、保育
所の運営などの経費 

健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処
理などの経費 

道路、公園、河川の建設や管理などの
経費 

消防・防災対策など  

小・中学校などの教育関係、文化、スポ
ーツの振興などの経費 

市債の返済に充てるもの 
 

議会費、労働費、農林水産業費、商工
費、災害復旧費、諸支出金、予備費 

3,602,073 

8,698,311 

8,869,437 

5,997,081 

1,753,574 

4,000,948 

3,603,602 

1,480,676 

38,005,702

0 

7.4 

－20.3 

－4.2 

－1.4 

2.3 

0.8 

1.1 

－4.5

会　計　名 

土地取得特別会計  

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

公共下水道特別会計 

西平井・鰭ケ崎土地区
画整理事業特別会計 

介 護 保 険 特別会計  

528,039 

10,537,732 

9,235,543 

4,670,066 

1,143,695 

4,382,223

528,038 

10,413,075 

9,112,980 

4,039,037 

1,065,161 

4,282,760

528,038 

10,337,678 

9,112,980 

3,782,995 

1,054,103 

4,279,938

予算現額 収入済額 支出済額 

（単位：千円） 

［歳入］

［歳出］

■主な基金の平成15年度末現在高

※財政調整積立基金…年度間の財源の不均衡を調整するための積立金
※減　債　基　金 …市債の返済のための積立金

基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、運用したりす
るために設けられています。

財政調整積立基金……………………………………

減債基金………………………………………………

災害救助基金………………………………………………

市民病院等保健医療施設整備基金…………………

地域福祉基金…………………………………………

廃棄物処理施設建設基金……………………………

■市債の内訳

道路や公園の整備など…………………………

図書館の建設、学校の改修工事など…………

廃棄物処理施設の建設など……………………

市営住宅の建設など……………………………

市民税減税や税収の補てん……………………

その他……………………………………………

43億5,198万円

12億8,406万円

2,104万円

4億7,480万円

4億9,061万円

2億4,187万円

145億5,105万6千円

25億8,930万1千円

94億4,083万5千円

6億9,160万4千円

71億8,274万2千円

59億3,446万6千円

□ 財政課
�7150―6071

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
市
の
財
産
、
借
り

て
い
る
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
、
財
政
概
況
を
報
告
し
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、「
平
成
十
五
年
度
決
算
」
と
「
平
成
十

六
年
度
上
半
期
予
算
（
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
）
の
執

行
状
況
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

６
％
）
で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳

入
で
４
・
９
％
、
歳
出
で

４
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
収
支
は
９
億
７
８
４

７
万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る

市
税
収
入
が
長
引
く
景
気
低

迷
等
の
影
響
を
受
け
、
市
民

税
の
落
ち
込
み
等
に
よ
り
前

年
度
比
４
・
８
％
の
減
と
な

り
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て

は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
前
年
度
比
28
・
６
％
の

大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
で
は
、
国
県
支
出
金

や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
19

億
９
３
３
４
万
４
千
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入（
収
入
）の
状
況

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

歳
出（
支
出
）の
状
況

児
童
扶
養
手
当
や
生
活
保

護
費
等
の
扶
助
費
の
増
加
に

伴
い
、
民
生
費
が
７
・
４
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
の
完

了
に
伴
い
、
衛
生
費
が
20
・

３
％
の
大
幅
な
減
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
歳
出
全
体
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
18
億
９
４
５

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

市
の
財
産

市
が
所
有
す
る
財
産
は
、

平
成
十
五
年
度
末
現
在
、
次

の
と
お
り
で
す
。

土
地
…
１
３
７
万
８
２
８

５
・
25
㎡

建
物
…
27
万
７
９
５
８
・

26
㎡基

金
…
１
１
５
億
５
６
４

１
万
６
９
５
８
円

有
価
証
券
及
び
出
資
金
…

１
１
５
億
８
１
６
３
万
１
３

０
２
円

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
の
負
担
状
況

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
行
う
た
め
の
費

用
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

負
担
し
て
い
る
市
税
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
決
算
で
の

状
況
は
図
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
16
年
３
月
31
日
現
在

の
常
住
人
口
15
万
１
６
８
４

人
で
計
算
）

特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
一
般
会
計
と

区
分
し
て
経
理
す
る
会
計
で

す
（
表
２
参
照
）。

平
成
十
五
年
度
の
給
水
人

口
は
14
万
２
１
７
１
人
で
、

年
間
有
収
水
量
は
１
５
１
５

万
３
６
０
３
立
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。

収
益
28
億
１
１
７
５
万
７

０
８
円
に
対
し
、
費
用
が
28

億
５
４
９
７
万
１
１
４
５
円

と
な
り
、
損
失
は
４
３
２
２

万
４
３
７
円
に
な
り
ま
し

た
。

全庁LAN整備事業…………………………………………………… 

自転車駐車場施設管理事業………………………………………… 

 

国民健康保険特別会計繰出金……………………………………… 

在宅障害者福祉サービス事業……………………………………… 

福祉手当等支給事業………………………………………………… 

老人保健医療特別会計繰出事業…………………………………… 

介護保険特別会計繰出事業………………………………………… 

児童手当支給事業…………………………………………………… 

　 

成人老人検診事業…………………………………………………… 

ごみ収集事業………………………………………………………… 

ごみ焼却施設建設事業……………………………………………… 

　 

中小企業資金融資に関する事業…………………………………… 

　 

道路維持補修事業…………………………………………………… 

西深井幹線道路新設事業…………………………………………… 

運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理事業（国費裏・単独費）負担事業……… 

東武野田線乗換駅設置事業………………………………………… 

首都圏新都市鉄道�出資事業……………………………………… 

都市計画道路3・4・11号野々下線外1線道路改良事業………… 

公共下水道特別会計繰出事業……………………………………… 

　 

水槽付消防ポンプ自動車購入事業………………………………… 

高規格救急自動車購入事業………………………………………… 

　 

大規模改造事業……………………………………………………… 

就学援助事業（小・中学校）………………………………………… 

埋蔵文化財発掘調査事業…………………………………………… 

平成15年度に行った主な事業 
6,398万円 

6,833万円 

 

9億0,271万円 

3億1,330万円 

2億2,747万円 

5億8,940万円 

7億1,442万円 

4億1,136万円 

　 

4億1,403万円 

6億6,602万円 

44億3,768万円 

　 

1億2,441万円 

　 

2億1,485万円 

2億2,427万円 

3億5,850万円 

3億4,891万円 

8,100万円 

2億8,566万円 

12億7,796万円 

 

3,256万円 

3,102万円 

 

2億7,630万円 

5,688万円 

1億2,780万円 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

250,558円 
（前年度比4.6％減） 

125,314円 
（前年度比4.9％減） 

問

平
成
　
年
度
決
算
の
状
況

15

水
道
事
業
会
計

一人当たり

（平成16年3月31日現在高）

市
財
政
の
概
況
報
告 



10月1日から携帯電話やパソコンなどを利用した市公共施設予約システムがスタートしま
す。詳しくは利用される施設にお尋ねください□問行政改革推進課�７１５０－６０６８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
で
は
、「（
仮
称
）

新

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
骨
子
案

の
段
階
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
来
年
四

月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
行
財
政

改
革
の
新
た
な
指
針
と
な
る

も
の
で
、
骨
子
案
は
、
市
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
や
行
政
改
革

今
月
九
日
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

償
却
資
産
の
申
告
書
を
今

月
十
日
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象
は
、
事
業
所
の
構
築

物
、
機
械
、
工
具
、
備
品
な

工
業
統
計
調
査
が
十
二
月

三
十
一
日
を
基
準
日
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
国
の
指
定
調
査
で
、

こ
と
し
は
市
内
の
従
業
員
四

人
以
上
の
製
造
業
に
属
す
る

事
業
所
に
調
査
票
へ
の
記
入

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

十
二
月
中
旬
か
ら
調
査
員

が
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。□問

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

ど
を
所
有
す
る
個
人
経
営
者

や
法
人
で
す
。
申
告
書
に
平

成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
の

償
却
資
産
の
状
況
を
記
入
し
、

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
や
不
明
な
点
な
ど

は
、
資
産
税
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
４

納
付
相
談
会
を
市
役
所
な
ど

市
内
五
会
場
で
開
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
と
、
短
期
間
し
か

使
え
な
い
被
保
険
者
証
や
保

険
診
療
費
の
自
己
負
担
が
十

割
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
い
っ

た
ん
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、
必
ず
納
付
相

談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
納
付
相
談
】

▽
期
日
／
場
所
＝
①
12
月

９
日
�
／
北
部
公
民
館
②
12

月
10
日
�
／
初
石
公
民
館
③

12
月
12
日
�
／
市
役
所
④
12

月
14
日
�
／
南
流
山
セ
ン
タ

ー
⑤
12
月
15
日
�
／
東
部
公

民
館
▽
時
間
＝
13
時
30
分
〜

16
時
30
分
※
た
だ
し
、
③
は

９
時
〜
16
時
30
分
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
日

程
の
調
整
が
つ
か
な
い
方
は

ご
連
絡
を

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
７
／
高
齢
者
支

援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８

０

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
、「
家
屋
滅
失
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

家
屋
滅
失
届
は
、
取
り
壊
し
に
よ
っ
て

存
在
し
な
い
居
宅
や
物
置
、
車
庫
な
ど
が

課
税
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
続

き
で
す
。

平
成
十
五
年
以
前
に
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
家
屋
取
壊
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で

す
。
取
り
壊
し
た
後
に
新
築
や
増
築
を
し

た
場
合
は
、
家
屋
調
査
の
際
、
調
査
員
に

家
屋
を
滅
失
し
た
こ
と
を
告
げ
る
だ
け
で

手
続
き
が
済
み
ま
す
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

推
進
課
、
市
内
の
各
公
民
館
、

南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
な
お
、
一
月
に
は

全
体
案
の
意
見
を
募
集
す
る

予
定
で
す
。

▽
募
集
期
間
＝
12
月
１
日

�
〜
14
日
�
▽
応
募
方
法
＝

市
役
所
や
各
公
民
館
な
ど
に

備
え
付
け
の
意
見
書
に
記
入

し
、
ご
意
見
箱
に
投
函
し
て

い
た
だ
く
か
、
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
行
政

改
革
推
進
課
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
E

メ
ー
ル
（keieikaikaku@

city.nagareyam
a.chiba.

jp

）
で
の
応
募
も
可
　

※
個
々
の
ご
意
見
に
対
す

る
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８
／
�
７

１
５
０
―

０
1
1
1

来
秋
開
業
に
向
け
た
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
走
行
試
験

ご
意
見
は
今
月
14
日
ま
で
に

5
会
場
で
保
険
料
納
付
相
談
会

納
付
困
難
な
方
は
相
談
を

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

対
象
は
従
業
員
４
人
以
上
の
製
造
業

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
あ
な
た
の
声
を

いつまでもお元気で

平成16年度予算の執行状況
（平成16年9月30日現在）

［歳入］

一般会計

（地方譲与税、財産収入、市債など） 

予算額（千円） 区　分 区　分 収入済額（千円） 収入割合（％） 

市 　 　 税  

地方譲与税 

地方消費税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税 

使用料及び手数料 

国庫支出金 

県 支 出 金  

そ の 他  

18,571,417 

580,000 

950,000 

873,741 

1,913,530 

632,781 

2,855,726 

1,315,076 

12,574,702 

9,685,282 

256,622 

685,295 

873,741 

1,317,654 

295,686 

824,004 

141,292 

 3,503,370 

52.2 

44.2 

72.1 

100.0 

68.9 

46.7 

28.9 

10.7 

27.9
（議会費、労働費、商工費、予備費など） 

予算額（千円） 支出済額（千円） 支出割合（％） 

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

そ の 他  

3,862,102 

9,178,606 

5,036,959 

7,508,902 

1,821,286 

4,117,395 

7,399,555 

1,342,168

1,669,902 

4,008,898 

1,392,471 

3,617,928 

821,040 

1,761,718 

1,776,960 

754,122 

 

43.2 

43.7 

27.6 

48.2 

45.1 

42.8 

24.0 

56.2

予 算 額 40,266,973千円
収入済額　　　　17,582,946千円
収入割合（対予算比） 43.7％

［歳出］
予 算 額 40,266,973千円
支出済額　　　　15,803,039千円
支出割合（対予算比） 39.2％

※国庫支出金、県支出金の収入割合が低くなっているのは、
該当事業が年度末に終了するものが多くあり、年度末の収
入が多くなるため

土地 建物 基金等 

平成16年 

平成15年 

平成14年 

1,380,664��
1,372,063��
1,380,510��

275,963��
264,279��
249,892��

24,949,728千円 

26,064,668千円 

26,783,045千円 

9月30日 
現在 （　　　　） 

（　　　　） 〃 
（　　　　） 〃 

 区分 予算額 執行済額 

事業経営に
係る収支 

水道施設の
建設に係る
資本的収支 

水道事業収益 

水道事業費用 

資本的収入 

資 本 的 支 出  

  3,126,068 

3,045,582 

3,522,013 

4,152,940

1,502,411 

1,427,917 

351,592 

287,470

※平成16年9月末現在の給水人口14万2,307人、給水普及
率94.09％
※有収水量（料金収入のあった水量）は7,742,399�、有
収率95.25％

※平成16年と平成15年で基金が減っている理由
主に流山市クリーンセンターの建設費に充てる「廃棄物
処理施設建設基金」や、つくばエクスプレス関連事業に充
てる「ふるさと２１まちづくり基金」を取り崩したためです

（単位：千円）
水道事業会計

会計名  区分 予算額 収支済額 収支割合 

土 地 取 得  
特 別 会 計  

国民健康保険  
特 別 会 計  

老人保健医療  
特 別 会 計  

公 共 下 水 道  
特 別 会 計  

西平井・鰭ケ崎土
地区画整理事業
特 別 会 計  

介 護 保 険  
特 別 会 計  

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

309,460 

10,613,938 

9,117,377 

5,247,709 

1,408,172 

4,632,224

240,385 

240,383 

3,846,187 

4,452,211 

3,779,164 

3,878,885 

1,814,105 

1,467,538 

89,584 

224,669 

2,390,134 

1,915,244

77.7 

77.7 

36.2 

41.9 

41.5 

42.5 

34.6 

28.0 

6.4 

16.0 

51.6 

41.3

（単位：千円、％）
特 別 会 計

国民健康保険
介 護 保 険
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流山市競争入札
参加資格審査申請

平成17・18年度

締め切りは1月14日

平成17・18年度の市が発注する建設
工事や物品購入などの入札参加資格審
査申請の受け付けを行います。
対象となる業種で入札参加を希望す
る事業者は、期間内に申請用紙を購入
し、受け付け期間内に手続きをしてく
ださい。

▽業種＝①建設工事②測量・コンサ
ルタント業務③物品購入・製造、その
他▽申請用紙の販売／期間＝市役所管
財課窓口で1部500円で販売／12月1日
～平成17年1月14日（土・日曜、祝日、
12月29日～平成17年1月3日を除く）▽
申請方法＝申請用紙に必要事項を記入
し、12月1日から平成17年1月14日（消
印有効）までに〒270－0192流山市役
所管財課へ郵送
□問管財課�７１５０－６０６９
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建物を取り壊したら
家屋滅失届の提出を

（３） 平成16年12月１日（水曜日） 第１０７９号
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� 市有財産の状況

償
却
資
産
の
申
告
書

1
月
31
日
ま
で
に
提
出
を



平成16年12月１日（水曜日） （４）

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
に
か
け
て
「
全
国
新
選

組
サ
ミ
ッ
ト
in
流
山
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

流
山
を
は
じ
め
日
野
や
調

布
、
京
都
、
玉
造
、
会
津
若

松
な
ど
新
選
組
ゆ
か
り
の
地

か
ら
集
っ
た
新
選
組
フ
ァ
ン

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
や
講
演

会
、
公
募
さ
れ
た
新
選
組
の

論
文
と
ビ
デ
オ
の
優
秀
作
品

の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
論
文
で
は
都
内
在
住
の

新
選
組
研
究
家
・
伊
東
成
郎

さ
ん
の
「
近
藤
勇
と
新
選
組
、

京
都
久
留
米
藩
邸
に
出
没

す
」
が
、
ビ
デ
オ
は
市
内
在

住
の
映
像
作
家
・
山
本
恵
司

さ
ん
の
「
落
日
に
燃
ゆ
新
選

組
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

十
一
月
十
四
日
、
利
根
運

河
堤
を
十
キ
ロ
歩
く
「
第
一

根
運
河

」

ら
ず
、
当
日
は
約
六
百
人
が

参
加
。
参
加
費
の
約
五
十
万

円
は
、「
利
根
運
河
に
桜
を

植
え
る
会
」、「
	
日
本
心
臓

財
団
」、「
	
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
」
そ
し
て
「
新
潟
県
中

越
地
震
義
援
金
」
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
市
外
や
県
外
か

ら
の
参
加
も
多
く
、「
初
め

て
利
根
運
河
に
来
ま
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
い
う
方
々
も
数
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
（
石
井
享
会
長
）

で
は
「
利
根
運
河
の
P
R
も

兼
ね
て
第
二
回
、
第
三
回
と

続
け
ら
れ
れ
ば
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

十
一
月
七
日
、
文
化
会
館

で
、「
第
一
回
ま
ち
ネ
ッ
ト

祭
り
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体

方

ど

模
索

「
ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
」（
樫
聡

代
表
）
が
市
内
の
各
種
団
体

な
ど
に
呼
び
か
け
て
開
催
し

た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
十
五
団
体
が
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
十
団
体
が
実
績
発
表
を

行
な
い
ま
し
た
。

ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
で
は
、

来
年
二
月
に
「
第
一
回
ま
ち

ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

十
一
月
七
日
、
文
化
会
館

で
少
年
少
女
俳
句
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
千
八
百
六
十
六
人
か
ら
二

千
七
百
四
十
七
句
が
寄
せ
ら

れ
、
市
長
賞
に
は
、
西
初
石

中
三
年
・
田
岡
良
介
さ
ん
の

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
ヤ
ン

グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
＝
写
真
。
文
化
会
館

で
若
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
活
動
を
通
し
て

自
分
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
費
用
を
捻
出
し
よ

う
と
出
演
者
自
身
が
ス
ポ
ン

サ
ー
を
探
す
な
ど
若
者
ら
し

い
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
出
演
者
な
ど
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
つ
く
る
な
ど
、

十
一
月
十
三
日
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
で
市
野
球
連
盟

（
塩
谷
一
郎
会
長
）
の
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
な
ど
が

行
わ
れ
、
約
百
人
の
関
係
者

が
半
世
紀
の
節
目
を
祝
い
ま

し
た
＝
写
真
。

式
典
で
は
、
井
崎
市
長
や

横
須
賀
議
長
、
大
塚
県
議
ら

の
祝
辞
の
後
、
在
職
五
十
年

の
高
澤
峯
さ
ん
を
は
じ
め
二

十
五
人
と
六
団
体
の
長
年
の

功
績
に
対
し
、
表
彰
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
連
盟

は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
に

町
内
の
十
チ
ー
ム
で
発
足
し

ま
し
た
。
当
時
の
流
山
は
人

口
約
一
万
八
千
人
、
予
算
約

五
千
百
万
円
と
い
う
町
で
し

。
現
在
、

協
会
で

、

地
区
野
球
大
会
、
五
市
O
B

親
善
野
球
大
会
な
ど
数
多
く

の
大
会
を
開
催
し
、
野
球
を

通
し
て
健
康
で
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

開
業
を
前
に
、
首
都
圏
新
都

市
鉄
道


で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
（
イ
ラ
ス
ト
）
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
募
集
し
ま
す
。
最

優
秀
賞
に
は
、
表
彰
お
よ
び

車
両
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
最

優
秀
賞
者
の
お
名
前
と
採
用

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
が
入
っ
た

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
試
乗

会
に
ご
招
待
。
奮
っ
て
ご
応

募
を
。

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名

前
（
１
人
何
枚
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に

ネ
ー
ミ
ン
グ
１
点
の
み
）
を

記
入
▽
応
募
先
＝
〒
１
１
１

―
８
６
７
７
台
東
区
元
浅
草

２
―
６
―
６
東
京
日
産
台
東

ビ
ル
８
階
首
都
圏
新
都
市
鉄

道


「
T
X
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ネ
ー
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

係
▽
締
め
切
り
＝
平
成
17
年

１
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
そ
の
他
＝
同
名
案
多
数
の

場
合
は
抽
選

□問
T
X
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ネ

グ

事
務

来
年
二
月
十
九
日
�
・
二
十

日
�
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ

る
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向

け
て
、
準
備
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
十
二
月
五
日
�
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
江
戸
川

台
駅
西
口
広
場
で
P
R
の
た

め
の
路
上
ラ
イ
ブ
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ラ
イ
ブ
で

は
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被

災
者
支
援
募
金
も
行
い
ま
す
。

□問
同
実
行
委
員
会
（
文
化

会
館
内
）
�
7
1
5
8
―

3

4
6
2

十
一
月
七
日
、
総
合
運
動

公
園
で
少
年
野
球
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

こ
の
教
室
は
、


N
T
T

ド
コ
モ
の
主
催
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
市

内
十
七
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

か
ら
約
四
百
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
の
は
、

N
T
T
ド
コ
モ
の
野
球
部
員

十
五
人
と
特
別
参
加
の
元
西

部
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
石
毛
宏
典

選
手
。

子
ど
も
た
ち
は
「
有
名
な

選
手
に
教
え
て
も
ら
え
て
、

は
じ
め
は
緊
張
し
た
け
ど
、

う
れ
し
か
っ
た
」「
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
た
っ
た
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
練
習
し
ま
す
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
夜
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
保
育
所
関
係
者

や
学
校
、
医
療
関
係
者
な
ど

百
二
十
人
が
参
加
し
て
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
保
育
や
教

育
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

福
祉
や
教
育
の
枠
を
越

え
、
障
害
児
を
ト
ー
タ
ル
に

支
援
す
る
た
め
に
同
じ
理
解

知
識

持

が
必
要

た
も
の
で
、
講
師
は
淑
徳
大

学
の
宇
佐
川
浩
教
授
。「
障

害
幼
児
の
発
達
支
援
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
指
導

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
障
害
・
発
達
・

生
活
な
ど
の
実
態
を
的
確
に

把
握
し
て
、
個
々
の
特
性
に

応
じ
て
総
合
的
に
か
か
わ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。

「
蛍
群
れ
　
光
の
網
と
　
な

り
に
け
り
」
と
鰭
ケ
崎
小
六

年
・
藤
嶋
弾
さ
ん
の
「
秋
風

を
　
追
い
こ
し
て
い
く
　
徒

競
走
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

少
年
少
女
俳
句
大
会
は
昨
年

度
に
続
き
二
回
目
。
市
俳
句

協
会
の
水
見
壽
男
会
長
は

「
市
内
全
域
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
俳
句
大
会
を
開
催

し
て
い
る
の
は
流
山
だ
け
。

大
人
の
俳
人
が
温
か
い
目
で

見
守

本
で
唯
一

堂
本
知
事
や
新
選
組
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
大
出
俊
幸

さ
ん
ら
が
参
加
し
、
山
崎
政

治
実
行
委
員
長
ら
と
今
後
、

新
選
組
で
ど
の
よ
う
に
市
を

盛
り
上
げ
て
い
く
か
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

冬
休
み
に
親
子
で
楽
し
く

料
理
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
＝
12
月
28
�
10
時

〜
13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

小
学
生
と
保
護
者
／
15
組
30

人
（
先
着
順
）
▽
材
料
費
＝

3
0
0
円
程
度
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
7
1

5
4
―

0
3
3
1

公
民
館
で
は
、「
子
育
て

マ
マ
と
パ
パ
の
楽
ら
く
食
事

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
「
食
」
の

大
切
さ
が
、
い
ま
改
め
て
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
る

こ
と
は
楽
し
く
、
大
事
な
こ

と
だ
け
ど
、
毎
日
の
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
簡
単
に
効
率
よ
く

必
要
な
栄
養
を
取
り
た
い
も

の
で
す
。

▽
日
程
／
場
所
＝
①
平
成

17
年
1
月
18
日
�
10
時
〜
／

保
健
セ
ン
タ
ー
②
平
成
17
年

5

�
0
時

流

象
／
定
員
＝
幼
児
を
持
つ

親
／
25
人
（
先
着
順
）
▽
一

時
保
育
＝
20
人
（
２
歳
〜
就

学
前
）
▽
材
料
費
＝
３
０
０

円
程
度
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
▽

申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
一
時
保
育
希
望
の

方
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢

を
記
入
）
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
7
1
5
8

―

3
4
6
2
／
�
7
1
5
8

―

3
4
4
2

公
民
館
で
は
、「
竹
で
遊

ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
N
P

O
さ
と
や
ま
と
共
催
で
親
子

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

竹
と
ん
ぼ
や
竹
笛
な
ど
の

竹
細
工
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
竹
馬
に
も
乗
れ
ま
す
。

昔
の
遊
び
を
通
し
て
親
子
で

ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
。

▽
日
時
＝
平
成
17
年
1
月

8
日
�
9
時
〜
12
時
（
小
雨

決
行
）
▽
場
所
＝
西
初
石
ふ

れ
あ
い
の
森
（
初
石
公
民
館

集
合
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小

学
３
年
生
以
上
の
子
と
保
護

者
／
15
組
（
先
着
順
）
▽
材

料
費
＝
1
組
2
0
0
円
▽
持

ち
物
＝
軍
手
、
運
動
靴
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

□
文
化
会
館
�

15

万

人

の

ひ

ろ

ば

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
で

パ
レ
ー
ド
や
講
演

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

少
年
少
女
俳
句

大
会
に
2
7
4
7
句

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

障
害
児
支
援
を

ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

駅
前
ラ
イ
ブ
で

被
災
地
支
援
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

利
根
運
河
を
歩
い
て

チ
ャ
リ
テ
ィ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

初
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
祭
り

で
多
く
の
団
体
が
交
流

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

石
毛
選
手
の
指
導
で

少
年
野
球
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

野
球
連
盟
が

50
周
年
を
祝
う

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

T
X
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

名
付
親
募
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

親
子
で
楽
し
く

料
理
に
挑
戦

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

子
育
て
中
の
楽
ら
く

食
事
セ
ミ
ナ
ー

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

竹
笛
、
竹
馬
、

竹
と
ん
ぼ
で
遊
ぼ
う 親子でふれあいの機会を

もうすぐ冬休み

料理や昔遊びなど
で楽しく子育てを［ ］



（５） 第１０７９号

河
堤
を
十
キ
ロ
歩
く
「
第
一

回
利
根
運
河
ウ
ォ
ー
カ
ソ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

肌
寒
い
天
候
に
も
か
か
わ

「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
子

育
て
が
大
変
」
と
い
う
方
の

た
め
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
「
流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
が

設
立
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
持
つ
方
が
仕
事
な

ど
で
育
児
が
で
き
な
い
と

き
、
代
わ
り
に
子
ど
も
を
預

か
っ
て
い
た
だ
く
事
業
で
、

地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
が

大
き
く
実
を
結
ん
で
い
ま

す
。
シ
ス
テ
ム
は
、
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
す
る
「
提
供

会
員
」
と
子
育
て
の
援
助
を

受
け
る
「
利
用
会
員
」
が
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員

と
し
て
登
録
し
、
利
用
会
員

が
応
援
を
必
要
と
す
る
と

き
、
提
供
会
員
が
育
児
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
利
用
会
員
…
市

内
在
住
・
在
勤
で
生
後
６
カ

月
以
上
10
歳
未
満
の
子
ど
も

を
お
持
ち
の
方
／
提
供
会
員

…
市
内
在
住
で
心
身
共
に
健

康
な
方
▽
活
動
内
容
＝
保
育

所
、
学
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
子

ど
も
の
送
迎
や
外
出
の
際
の

子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
▽
入

会
金
＝
利
用
会
員
…
２
０
０

０
円
（
提
供
会
員
は
無
料
）

▽
利
用
料
金
＝
①
１
時
間
７

０
０
円
（
月
曜
〜
金
曜
の
６

時
〜
22
時
）
②
１
時
間
９
０

０
円
（
土
・
日
曜
、
祝
日
、

年
末
年
始
お
よ
び
①
の
時
間

帯
以
外
の
時
間
）

□問
流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
３
―

４
１
５
１

皆
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体
の
あ
り
方
な
ど
を
模
索
し

ま
し
た
＝
写
真
。

市
民
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー

五
千
百
万
円
と
い
う
町
で
し

た
。
現
在
、
同
協
会
で
は
、

春
季
、
夏
季
、
秋
季
市
民
野

球
大
会
を
は
じ
め
東
　
中
部

□問
T
X
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ネ

ー
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
事
務

局
�
0
3
―

5
1
4
8
―

0

4
7
2

支
援
す
る
た
め
に
同
じ
理
解

や
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
市
医
師
会
（
佐
藤
憲
尚
会

長
）
と
市
の
協
働
で
行
わ
れ

大
人
の
俳
人
が
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
い
る
日
本
で
唯
一

の
大
会
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
、
文
化
勲
章

に
輝
い
た
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
長
の
戸
塚
洋

二
さ
ん
。
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
デ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

の
観
測
を
進
め
、
そ

の
振
動
な
ど
を
突
き

止
め
…
お
話
を
伺
い

な
が
ら
ま
ご
ま
ご
し

て
い
る
と
「
皆
さ
ん

に
簡
単
に
理
解
で
き

た
ら
失
業
し
て
し
ま

い
ま
す
」
と
や
さ
し

い
笑
顔
が
か
え
っ
て

き
た
。
子
ど
も
た
ち

の
科
学
離
れ
に
つ
い

て
「
科
学
と
い
う
よ

り
数
学
が
嫌
い
な
人
が
多

い
。
星
が
き
れ
い
だ
か
ら
研

究
し
た
い
と
考
え
る
の
も
科

学
だ
が
、
そ
こ
に
は
数
式
な

ん
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
慰
め

保
健
セ
ン
タ
ー
②
平
成
1
年

1
月
25
日
�
10
時
〜
／
南
流

山
セ
ン
タ
ー
※
全
２
回
▽
対

み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
7
1
5
8

―

3
4
6
2

ら
れ
、
ほ
っ
と
す
る
。
欧
米

で
は
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
常
識

と
し
て
科
学
の
話
題
が
出
る

が
、
日
本
で
は
科
学
へ
の
拒

否
反
応
も
少
な
く
な
い
。
B

S
E
と
聞
い
た
だ
け
で
牛
は

す
べ
て
だ
め
と
感
情
的
に
な

る
世
論
や
報
道
に
「
背
筋
が

ゾ
ッ
と
し
ま
す
」
と
語

る
。
冷
静
な
思
考
や
判

断
を
止
め
て
し
ま
う
科

学
ア
レ
ル
ギ
ー
に
怖
さ

を
感
じ
る
。
手
づ
く
り

の
ラ
ジ
オ
や
飛
行
機
な

ど
戸
塚
さ
ん
の
少
年
時

代
と
比
べ
、
現
代
っ
子

は
手
作
業
が
減
っ
た
こ

と
も
科
学
嫌
い
の
要
因

の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か

と
分
析
す
る
。
高
価
な

玩
具
も
「
壊
し
て
は
だ

め
」
と
言
わ
れ
て
は
、
与
え

ら
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

で
し
か
な
い
。
高
校
時
代
に

読
ん
だ
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
本
に
感
銘
し
研
究
一
筋

ニュートリノで文化勲章に輝いた戸塚洋二さん

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月
前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
新

選
組
！
」
も
佳
境
に
入
り
、

今
月
五
日
に
は
、
流
山
で
の

近
藤
勇
・
土
方
歳
三
の
別
離

が
放
送
さ
れ
る
と
い
う
。
い

く
つ
か
の
名
場
面
の
う
ち
、

堺
雅
人
演
ず
る
山
南
敬
助
の

格
子
越
し
の
恋
人
・
明
里
と

の
今
生
の
別
れ
と
”局
を
脱

す
る
を
許
さ
ず
“と
い
う
新

選
組
の
掟
に
触
れ
て
、
前
川

邸
の
一
室
で
沖
田
総
司
の
介

錯
に
よ
り
切

腹
す
る
場
面

は
歴
史
の
非

情
と
人
生
の

哀
愁
を
伝
え

て
視
聴
者
の

胸
を
う
っ

た
。五

兵
衛
新

田
（
足
立
区

綾
瀬
）
で

兄
・
市
村
辰

之
助
に
脱
走

を
呼
び
か
け

ら
れ
た
少
年

兵
・
市
村
鉄

之
助
は
隊
に

踏
み
と
ど
ま

り
、
土
方
歳

三
と
行
を
と
も
に
す
る
が
、

勘
定
方
の
大
石
鍬
次
郎
、
三

井
丑
之
助
と
市
村
辰
之
助
は

脱
走
し
た
。
今
ま
で
に
脱
走

し
た
新
選
組
隊
士
は
次
々
と

追
捕
さ
れ
、
切
腹
さ
せ
ら
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
。

三
井
丑
之
助
は
東
北
・
白
河

の
戦
い
で
西
軍
に
投
降
し
、

西
郷
隆
盛
の
助
力
で
薩
摩
藩

に
身
を
あ
ず
け
て
い
た
。
大

石
鍬
次
郎
は
東
京
に
潜
伏
し

て
い
た
が
、
生
活
に
困
り
、

共
に
脱
走
し
た
三
井
の
誘
い

も
あ
っ
て
頼
っ
て
行
っ
た
と

こ
ろ
突
然
逮
捕
さ
れ
た
。

刑
部
省
に
連
行
さ
れ
、
坂

本
龍
馬
殺
害
の
嫌
疑
で
執
拗

に
尋
問
さ
れ
る
が
龍
馬
暗
殺

の
関
与
を
断
固
否
定
、
裁
判

を
切
り
抜
け

た
か
に
見
え

た
。
が
、
京

都
新
選
組
の

こ
ろ
分
離
し

た
、
高
台
寺

党
の
首
魁
・

伊
東
甲
子
太

郎
を
奸
策
に

よ
っ
て
惨
殺

し
た
一
件
の

罪
に
よ
り
、

伝
馬
町
の
牢

屋
敷
の
刑
場

で
斬
首
さ
れ

た
。
と
も
に

五
兵
衛
新
田

か
ら
脱
走
し

た
仲
の
よ
か

っ
た
三
井
丑
之
助
を
信
頼
し

た
ば
か
り
に
、
ま
さ
か
の
友

の
裏
切
り
で
命
を
落
と
す
羽

目
に
陥
っ
た
大
石
鍬
次
郎
の

生
涯
も
哀
惜
あ
ま
り
あ
る
も

の
が
あ
る
。（

文
／
大
出
俊
幸
）

新
選
組
外
伝 

第９話 

〈　〉 ８ 

15

万

人

の

ひ

ろ

ば

に
。
つ
く
ば
の
研
究
所
を
見

学
に
い
ら
し
た
方
々
か
ら
必

ず
「
こ
の
研
究
は
何
の
役
に

立
つ
の
で
す
か
」
と
質
問
さ

れ
る
と
苦
笑
す
る
。
す
ぐ
に

は
役
立
た
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
未
来
を
見
据
え
た
研

究
成
果
が
後
進
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
ロ
マ
ン
が
そ
こ
に

あ
る
。
昨
秋
の
宮
園
自
治
会

ニ
ュ
ー
ス
に
「
次
の
文
化
勲

章
は
戸
塚
さ
ん
」
と
紹
介
さ

れ
て
一
年
。
予
想
は
見
事
に

現
実
と
な
っ
た
。
宮
園
に
住

ん
で
三
十
年
。
来
年
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
す

る
と
自
宅
通
勤
が
可
能
に
な

る
。
山
林
な
ど
に
入
っ
て
樹

木
の
名
前
を
調
べ
る
の
が
趣

味
。
休
日
は
宮
園
か
ら
柏
の

葉
公
園
ま
で
木
々
を
見
て
歩

く
。
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
に
は

「
次
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
も
戸

塚
さ
ん
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
の
記
事
も
予
想

通
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

常識としての科学の話題を

休日は木立を散策

講演会「AD／HDの理解と支援」（NPO法人CASE

JAPAN主催）＝12月3日�18時～20時、さわやかちば県民プ

ラザ（柏市）。NPO法人えじそんくらぶ代表高山恵子さんの

講演。入場料2,000円（学生や会員は1,500円）□問 吉田�７１

４８－３１０５

初心者一日体験大人のモダンビーズ（織づる会主催）＝12

月4日�・6日�13時30分～15時30分、4日は文化会館、6日は

北部公民館。参加費1,700円□問鶴岡�７１５９－５９９８
パソコン年賀状講座（ラクラクパソコンサークル主催）＝

12月4日�・5日�・11日�・12日�9時～12時、森の図書館。

参加費5,000円□問菊地�７１５４－４５４８
流山フィルハーモニー交響楽団第29回定期演奏会（市教委

後援）＝12月12日�14時～16時、文化会館。入場料900円□問

橘�７１５８－３４１０
混声合唱団フォンテ定期演奏会（市教委後援）＝12月12日

�13時30分～、柏市民文化会館。入場料800円□問 福岡�７１

５２－７４２８

流山南高等学校特別講座＝12月14日�10時30分～12時30

分、文化会館。和楽器演奏（オブラダファミリー）と同校剣

道部による詩吟詩舞。入場無料□問同校�７１５９－１２３１
歴史講演会「義経と女性たち」（常総歴史研究会主催）＝

12月19日�15時30分～17時、柏市教育福祉会館（柏市）。講

師は作家の楠戸義昭さん。参加費500円□問 中西�７１５９－

７１６８

英国風クリスマスアレンジメント（花の会主催）＝12月22

日�10時～11時30分、南流山センター。参加費2,800円□問 岡

本�０９０－３８０４－２８００

新
選
組
屯
所
本
陣
・
金
子
邸
母
屋

（
鳥
屋
部
孝
・
恭
子
氏
蔵
、
足
立
区

立
郷
土
博
物
館
提
供
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

子
育
て
を
応
援
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駒木台児童館  
�７１５４－４８２１ 

会　　場 日　程　・　催　し　物 

子育て支援センターゆうゆう 
�７１４４－７９２６ 

らくらくクラフト 
卓球教室 

11日��
18日��

牛乳パックのはがき作り 
クリスマスゲーム大会 

18日��
21日��

マンカラ大会 
クリスマス会 
お正月飾り作り 

11日��
21日��
25日��

人形劇 
お正月飾り作り 
クリスマス会 

14日��
18日��
22日��

クリスマスリース作り 
みんなで作ろう楽しい工作 
お正月飾り作り 

6日�～10日��
11日��
25日��

お正月飾り作り 
クリスマス会 
ドッジボール大会 

18日��
22日��
27日��

かんたんおりがみ 
おはなしの日 
お正月飾り作り 

6日�～11日��
  8日��
18日��

おたのしみ会 
青空集会（南流山3号公園） 

  3日��
15日��

�７１４５－９５００ 
野々下児童センター 

�７１５８－４５４５ 
赤城児童センター 

�７１５４－５２５４ 
十太夫児童センター 

�７１７３－９３２０ 
向小金児童センター 

�７１５９－５６６６ 
思井児童センター 

�７１５４－３０２６ 
江戸川台児童センター 

　開催時間や申し込み方法などの詳細は、各児 
童館・児童センターへお問い合わせください。 

★印のあるものは市主催のものです 

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

▽
日
時
＝
12
月
11
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
ろ
う

石
か
ら
勾
玉
を
作
る
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
博
物
館
へ

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
高
校
生
の
た
め
の
公
開

講
座
（
全
16
回
）（
公
民
館
、

江
戸
川
短
期
大
学
共
催
）

▽
期
日
／
時
間
＝
12
月
11

日
・
18
日
、
平
成
17
年
１
月

22
日
・
29
日
、
２
月
５
日
・

19
日
、
３
月
５
日
・
12
日
の

土
曜
／
い
ず
れ
も
９
時
10
分

〜
10
時
40
分
、
10
時
50
分
〜

12
時
20
分
▽
場
所
＝
江
戸
川

短
期
大
学
（
駒
木
）
▽
対

象
／
定
員
＝
高
校
生
／
30
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
江
戸

川
短
期
大
学
教
授
等
に
よ
る

心
理
学
、
文
学
、
速
読
術
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
講
義
▽
参

加
費
＝
無
料
※
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

江
戸
川
短
期
大
学
�
０

１
２
０
―

４
４
０
―

６
６
１

★
南
流
山
地
区
家
庭
教
育

公
開
講
座
「
心
を
癒
す
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
会
〜
親
か
ら
子

へ
伝
え
た
い
曲
〜
」

▽
日
時
＝
12
月
11
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
南

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
／
３
０
０

人
（
先
着
順
）
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
南
流
山
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
９
―

４
５
１
１

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
12
月
15
日
�
14

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
東
部
公

民
館
▽
内
容
＝
人
形
劇
「
た

の
し
い
さ
か
な
つ
り
」
ほ
か

▽
出
演
＝
人
形
劇
団
レ
イ
ン

ボ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
会
ス

ペ
シ
ャ
ル

▽
日
時
＝
12
月
18
日
�
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
①
中
央

図
書
館
②
森
の
図
書
館
※
２

会
場
で
同
時
開
催
▽
対
象
＝

市
内
在
住
の
乳
幼
児
・
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
▽
内
容
＝

大
型
絵
本
、
素
話
、
手
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ほ
か
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
行
政
区
域
制
度
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
15
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
第
１
回
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
、
区
画
割
り
に

つ
い
て
ほ
か

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
７

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集▽

勤
務
地
＝
た
け
の
子
ル

ー
ム
（
向
小
金
）
▽
内
容
＝

向
小
金
小
１
〜
３
年
生
の
放

課
後
保
育
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
た
け
の
子
ル
ー
ム
�
７

１
７
３
―

９
３
１
３

★
南
柏
本
州
団
地
地
区
地

区
計
画
の
原
案
の
縦
覧

▽
期
間
＝
12
月
３
日
�
〜

17
日
�（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

20
分
▽
場
所
＝
都
市
計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

★
総
合
運
動
公
園
野
球
場

の
閉
鎖

十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、
芝
の
養
生
の
た
め
、

総
合
運
動
公
園
野
球
場
を
閉

鎖
し
ま
す
。

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

▽
日
時
＝
12
月
19
日
�
13

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
と

そ
の
保
護
者
／
40
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
母
子
寡
婦

福
祉
会
役
員
（
野
口
�
７
１

５
８
―

０
４
７
５
／
井
上
�

７
１
５
３
―

０
６
８
９
※
い

ず
れ
も
18
時
以
降
）
ま
た
は

子
育
て
支
援
課
ま
で

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゆ
り
な
ど

出
荷
の
時
期
に

市
で
は
、
花
の
栽
培
に
よ

る
園
芸
農
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

こ
の
時
期
、
市
内
園
芸
農

家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

で
は
、「
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゆ

り
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、
パ

ン
ジ
ー
」
な
ど
が
出
荷
の
時

期
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
し
な
が

ら
直
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
、
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

窒
素
酸
化
物
の
排
出
抑
制

に
ご
協
力
を

冬
は
空
気
が
よ
ど
み
や
す

く
、
一
年
で
最
も
大
気
汚
染

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

自
動
車
の
使
用
を
自
粛
す

る
、
家
庭
用
暖
房
機
を
適
切

な
温
度
に
設
定
す
る
、
暖
房

機
の
買
い
替
え
時
に
は
低
窒

素
酸
化
物
型
を
選
ぶ
―
な
ど

窒
素
酸
化
物
の
排
出
抑
制
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□問
県
大
気
保
全
課
�
０
４

３
―

２
２
３
―

３
８
０
４

松
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ松

戸
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
会
場
用
の
プ
レ
ハ
ブ
を

設
置
す
る
た
め
、
十
二
月
か

ら
来
年
四
月
下
旬
ま
で
駐
車

場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
来
署
の
際
は
、
電
車
ま

た
は
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

□問
松
戸
税
務
署
�
０
４
７

―

３
６
３
―

１
１
７
１

放
送
大
学
の
学
生
募
集

▽
募
集
学
生
＝
①
教
養
学

部
生
②
大
学
院
文
化
科
学
研

究
科
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
▽
願
書
受
け
付
け
＝
12

月
15
日
�
〜
平
成
17
年
２
月

28
日
�
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

放
送
大
学
東
京
足
立
学

習
セ
ン
タ
ー
�
０
３
―

５
２

４
４
―

２
７
６
０

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

そ
の
他

▽日時／場所＝①12月11日�10時～16時／イト
ーヨーカドー流山店②12月24日�9時30分～16
時／流山運転免許センター▽献血のできる方＝16
歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以上の方は60
歳から64歳までに献血経験がある方）※血液製剤
の安全対策として、献血者の本人確認のため免許
証等の提示にご協力を
□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

市民ギャラリーの展示

【流山市美術家協会作品展　12月9日�～28日�】
今回は、流山市美術家協会会員の作品を展示します。
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

今月は24日に 

▽日時＝12月24日�12時10分～12時50分▽場
所＝市役所市民ギャラリー▽テーマ＝｢なつかし
の流山市民オペラ｣名場面集▽曲目＝｢フィガロ
の結婚｣、｢魔笛｣（モーツァルト）、｢こうもり｣
（J・シュトラウス）▽出演＝流山市音楽家協会
の皆さん
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

県道守谷・流山線県道守谷・流山線 

美田美田1号公園号公園 

八木郵便局八木郵便局 
八木北保育園八木北保育園 

江戸川大学江戸川大学 

駒木駒木 
ふるさとの森ふるさとの森 

八木北八木北 
小学校小学校 

江戸川短大江戸川短大 

十余二十余二 

駒木駒木 

工事
区間

工事
区間
 

県
道
豊
四
季
停
車
場
高
田
原
線

県
道
豊
四
季
停
車
場
高
田
原
線 

至
お
お
た
か
の
森
駅

至
お
お
た
か
の
森
駅
 

県道守谷・流山線 至
初
石
駅 美田1号公園 

八木郵便局 
八木北保育園 

江戸川大学 

駒木 
ふるさとの森 

八木北 
小学校 

江戸川短大 

十余二 

駒木 

工事
区間
 

都
市
軸
道
路

都
市
軸
道
路
 

至柏の葉公園 

至柏駅 

至豊四季駅 

県
道
豊
四
季
停
車
場
高
田
原
線 

至おおたかの森駅 

新市街地地区新市街地地区 
施行区域施行区域 

つく
ばエ
クス
プレ

つく
ばエ
クス
プレ
 

つく
ばエ
クス
プレ
ス 

都
市
軸
道
路
 

新市街地地区 
施行区域 

都市軸道路が今月着工に

施
策
会
議
傍聴可

善
　
　
意

〈
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
か
た
く
り
の
会

代
表

米
田
佳
子
＝
５
万
円
▽
新
成

流
華
扇
会
代
表
中
新
田
こ

と
＝
９
万
８
４
４
９
円
▽
�

倫
理
研
究
所
東
　
支
所

支

所
長

東
山
輝
良
＝
２
万
円

▽
流
山
市
歌
謡
演
芸
連
合

会
＝
10
万
２
０
０
円
▽
流
山

市
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
協
会

会

長
染
谷
政
男
＝
６
万
７
５
８

９
円
▽
吉
成

典
（
木
）
＝

２
万
７
５
０
０
円
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
支
援
交
流
協
会
流

山
支
部
長

時
任
き
よ
子
＝

１
万
円

【
福
祉
関
係
機
関
用
と
し

て
】▽

Ｄ
・
Ａ
・
Ｄ
・
Ａ
（
車

椅
子
を
贈
る
ダ
ン
ス
の
会
）

＝
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
４
台

【
育
英
資
金
給
付
基
金

へ
】▽

流
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所

代
表
世
話
人

萩
原
好

雄
＝
５
万
円

（通称）都市軸道路は、県内では本市および柏市内
を通過する広域幹線道路です。来秋開業予定のつくば
エクスプレスに合わせて、このうち市内の駒木地区か
ら柏市十余二地区に至る約１.１�の区間について、今
月から２車線整備に着工します（図参照）。
工事区間の周辺にお住まいの方をはじめ市民の皆さ
んには、工事にご理解とご協力をお願いいたします。
□問 千葉県東 飾地域整備センター柏整備事務所（つ
くばエクスプレス沿線事業室）�７１６７－１３７３

縦
　
　
覧

門松カードの配布は、戦後の荒廃した森林の保護
などを目的にスタートしましたが、ことし3月にカー
ドの発行元である｢東　飾郡市緑化推進委員会｣が解散
となり、また本市でも行財政改革を推進しているこ
とから廃止するものです。
なお、今年度につきましては、移行措置として市役
所、各出張所、各公民館で12月15日から配布します。
※配布は1世帯1枚までとし、なくなり次第終了とさせ
ていただきます
□問公園緑地課�７１５０－６０９２

乳幼児期の子どもを持つ方の交流の場

門松カードの配布が終了に

【子育てサロン】▽日程／内容＝①12月10日／ク
リスマスカードを作ろう！②12月17日／わらべうた
のつどい※いずれも金曜10時30分～12時▽場所＝文
化会館▽対象／定員＝親子／各20組（先着順）▽参
加費＝無料▽申し込み＝電話で文化会館へ（②は申
し込み不要）
【ひだまりルーム】▽日程＝12月7日・14日・21日
の火曜10時～11時30分▽場所＝文化会館▽内容＝保
育ボランティアグループ｢ひだまり｣のメンバーとの
遊びやおしゃべりなど※参加費無料、申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】▽日時＝12月16日�10
時30分～12時▽場所＝南流山福祉会館▽内容＝｢ひだ
まりルーム｣と同じ※参加費無料、申し込み不要
□問文化会館�７１５８－３４６２
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相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

ケ ア セ ン タ ー  

コミュニティプラザ 

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

療育相談室（つばさ学園内） 

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

青少年指導センター 

法 律 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

消 費 生 活 相 談  

子供悩みごと相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：009日・14日 

18：30～20：3024日 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

同相談室 
�7158-4144

職業相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

療育相談室 

年 金 相 談  

�7154-4844

療育相談室 
�7154-4844

�7144-7545

社会福祉協議会 

指導課 

流山断酒新生会 

�7159-4735

�7150-6105

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　 13：00～15：40

13：00～16：301日 
※要電話予約 

※要電話予約 

※23日を除く。要電話予約 

13：00～16：0022日 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：0012日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

ハローベイビー 

妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母
子健康手帳、筆記用具を持参。運動し
やすい服装で※10日からの参加者は3日
までに申し込みを 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　　8：30～17：20

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

〈　　　　       　  〉 

�7158-1616

13：00～16：3015日 
※要電話予約 

10：00～15：0020日 
※要電話予約 

13：00～16：008日 
※要電話予約 

※要電話予約。9日はアルコール相談 

9：30～15：3010日 
※要電話予約。先着12人 

保健センター 
3日・10日・17日 

※10日は9：45～10：00
　　　12：30～12：50

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週月曜 

カムカム 
平成15年11月～平成16年2月生まれの乳児対
象。子供の歯と食生活について。歯ブラシ、お
しぼりを持参。定員20組※先着順・要予約 

キッズ 17日　  9：45～10：00 保健センター 

16日　  9：30～10：30

モグモグ教室 
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、
器とスプーンを持参。定員20人※先着順・
要予約 22日　 10：15～10：30

14日　 10：15～10：30

東 部 公 民 館  

保健センター 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

20日・21日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成16年8月生まれの乳児対象 

コスモスの会 
 痴呆の家族を介護している方の集いなど

※初めて参加の方は事前に問い合わせを 

未熟児等発達相談 16日　13：00～14：00

9日   13：00～15：00

柏健康福祉センター 
首が座らない、歩かないなどの発達の遅
れが心配な0～1歳児対象※要予約 

療 育 相 談  16日　13：00～14：00 〃 

〃 

整形外科的な心配のある18歳未満の乳幼児・
児童対象。母子健康手帳持参 

女性クリニック相談 
女性特有の体や心の悩みについて、女性医
師による相談※要予約（専用電話7160-1016） 

心の健康相談 

不 妊 相 談  

〃 
精神障害または疑いなど、心の病で悩んでい
る本人や家族の方対象※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談 〃 

アルコール問題を抱えている本人や家族の
方対象※要予約 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

14日・15日 
　　　12：45～13：45

3日・13日・15日・27日 
　　　14：00～16：00

6日・20日 
　　　14：00～16：00

14日・21日 
　　　13：30～15：00

〃 不妊症に悩む夫婦を対象に、産婦人科の医
師による相談※要予約 

保健センター 平成15年5月生まれの幼児対象 

7日・8日  12：45～13：45 保健センター 3歳児健康診査 平成13年9月生まれの幼児対象 

育 児 相 談  
母子健康手帳を持参。今月は1歳以上の幼児
対象。※兄弟で1歳未満の児がいる場合は、奇
数月に来所 

むし歯予防教室 
6日・13日・24日 
※時間は申込者に個人通知 保健センター 

2歳2カ月児対象（24日は1・2回参加済みの
幼児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを 

食 事 相 談  保健センター 生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 
毎週月～金曜 
※時間は申込者に個人通知 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の
相談など。健康手帳・検診記録カードを持っ
ている方は持参 

成人健康相談 

保健センター 

リハビリ教室 

疾病・加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、
日常生活動作訓練等を実施※事前に問い
合わせを 

柏健康福祉センター（柏保健所） 
�7167－1255

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

1日・8日・15日・22日 
10：00～ 

14日　10：00～ 

保健センター 

保健センター 

※転入者などで個人通知が届かない場合は保健センターへ問い合わせを 

　6日　  9：30～11：30

10日　  9：30～11：30
17日　  9：30～11：30

9日　  9：30～11：30

 
保 健 セ ン タ ー  

向小金福祉会館 

南流山センター 
江戸川台福祉会館 

休日は、休日診療所をご利用ください。
▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診
療科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30
分（歯科は11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療
機関が当番制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１
９で確認を
□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療
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�
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来
春
、
高
校
ま
た
は
専
修

学
校
（
高
等
課
程
に
限
る
）

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る

が
、
入
学
準
備
金
の
確
保
が

困
難
な
保
護
者
の
た
め
に
、

市
で
は
入
学
準
備
金
を
無
利

子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
①
市
内
に
住
ん

で
い
る
②
入
学
準
備
金
の
確

保
が
困
難
で
あ
る（
た
だ
し
、

年
収
等
が
基
準
内
で
あ
る
こ

と
）
③
市
内
に
１
年
以
上
住

み
、
独
立
し
た
生
計
を
営
む

連
帯
保
証
人
が
い
る
―
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
▽
貸

付
金
額
／
募
集
人
数
＝
①
公

立
高
校
等
…
10
万
円
以
内
／

５
人
程
度
②
私
立
高
校
等
…

40
万
円
以
内
／
３
人
程
度
▽

償
還
方
法
＝
卒
業
（
ま
た
は

退
学
）
し
た
月
の
翌
月
か
ら

三
年
以
内
に
割
賦
ま
た
は
一

括
に
よ
り
全
額
償
還
▽
申
し

込
み
＝
平
成
17
年
１
月
４
日

か
ら
１
月
31
日
ま
で
教
育
総

務
課
（
申
請
書
は
同
課
で
配

布
中
）
で
受
け
付
け

□問
教
育
総
務
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
３

小
学
3
年
生
ま
で
対
象

小
学
校
第
三
学
年
終
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
、
児
童
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
手
当
の
支
給
は
、

申
請
月
の
翌
月
か
ら
が
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、「
出
生

な
ど
に
よ
り
児
童
の
養
育
を

始
め
た
方
」
や
「
流
山
市
に

転
入
し
、
前
住
所
地
で
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
」

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
に
は
所

得
制
限
限
度
額
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
請
者
の
所
得
額
に

よ
っ
て
は
支
給
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
受
給
し
て
い

る
方
が
、
①
出
生
な
ど
で
児

童
が
増
え
た
②
児
童
を
養
育

し
な
く
な
っ
た
③
退
職
等
に

よ
り
厚
生
年
金
等
か
ら
国
民

年
金
に
変
わ
っ
た
―
な
ど
の

場
合
に
も
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

新
規
申
請
随
時
受
け
付
け

小
学
3
年
生
ま
で
対
象

新
規
申
請
随
時
受
け
付
け

児童手当

本
紙
十
一
月
一
日
号
七
面

「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
対
象
年
齢
が
変
わ

り
ま
す
」
の
記
事
の
中
で
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
以
降

の
対
象
年
齢
は
一
歳
未
満
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
「
生
後
六
カ
月
未
満
」

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
表
参
照
）。

ま
た
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
以
降
に
、
六
カ
月
以
上

の
乳
幼
児
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け

る
場
合
は
、
任
意
接
種
（
自

己
負
担
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
、
抵
抗

力
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間
＝
平
成
17
年
１
月

31
日
ま
で
▽
場
所
＝
市
内
契

約
医
療
機
関
▽
費
用
＝
１
２

１
０
円
（
生
活
保
護
受
給
者

の
方
は
免
除
）
▽
対
象
＝
接

種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
市

民
（
た
だ
し
、
60
〜
64
歳
の

心
臓
、
腎
臓
等
に
重
い
障
害

の
あ
る
方
は
、
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）
▽
接
種

回
数
＝
１
回
▽
注
意
事
項
＝

①
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る

意
思
表
示
の
で
き
る
方
に
限

り
ま
す
②
受
診
前
に
必
ず
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
無
に
つ
い
て

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

を
③
接
種
時
に
必
ず
医
療
機

関
に
あ
る
説
明
書
を
読
み
、

副
反
応
等
に
つ
い
て
も
よ
く

理
解
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ

さ
い
▽
申
し
込
み
＝
市
内
契

約
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込

み
を
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
証
明
で
き
る
健
康
保
険
証

等
の
提
示
が
必
要
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１
　

広報ながれやま11月１

日号８面「医療の現場か

ら」の文中、「C型肝炎ウ

イルスは主に輸血、ハリ

治療、刺青等により感染

します。」は、｢C型肝炎

ウイルスは主に輸血、刺

青等により感染します。」

の誤りです。現代のハリ

治療では感染の心配はあ

りません。関係各位にご

迷惑をおかけいたしまし

た。お詫びして訂正いた

します。

お詫びと訂正

対象 
年齢 

ツベルクリン反応
検査で陰性者へ
BCGを接種 

項目 平成17年3月31日まで 平成17年4月1日以降 

4歳未満 6カ月未満 

ツベルクリン反応
検査は実施せず
BCGを接種 

接種 
方法 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
で
抵
抗
力
を
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

流
山
市
民
芸
術
劇
場
実
行

委
員
会
で
は
、「
津
軽
三
味

線
ク
ニ
ケ
ン
飛
翔
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

兄
・
訓
明
と
弟
・
兼
治

は
、
全
国
大
会
で
特
別
賞
、

大
阪
大
会
で
は
兄
弟
で
ダ
ブ

ル
入
賞
を
果
た
す
ほ
ど
の
腕

前
。
津
軽
民
謡
か
ら
現
代
音

「
千
葉
県
児
童
生
徒
・
教

職
員
科
学
作
品
展
」
が
、
十

月
十
六
日
・
十
七
日
に
県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
科
学
技

術
を
担
う
人
材
の
育
成
と
科

学
技
術
教
育
の
振
興
を
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
。
科
学
論

文
の
部
と
科
学
作
品
の
部
が

あ
り
、
本
市
の
小
・
中
学
生

が
各
部
門
で
受
賞
の
栄
に
輝

き
ま
し
た
。

ま
た
、
科
学
論
文
の
部
で

入
賞
者
二
人
の
東
小
学
校

は
、
入
賞
者
数
と
作
品
の
採

点
数
の
合
計
で
決
ま
る
「
科

学
論
文
の
部
・
学
校
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
科
学
論
文
の
部
】

▽
読
売
新
聞
社
賞
＝
清
水

麻
衣
（
東
小
２
年
）
▽
千
葉

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

賞
＝
東
畑
康
太
（
流
山
北
小

３
年
）
▽
優
秀
賞
＝
時
田
大

輔
（
東
小
１
年
）
／
菜
花
佳

市
水
道
局
が
、
水
道
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、「
水
の
有
効
利
用
」

と
「
限
り
あ
る
水
資
源
」
を

テ
ー
マ
に
、
水
道
週
間
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
小
・

中
学
生
な
ど
か
ら
、
ポ
ス
タ

ー
三
百
十
五
点
、
標
語
四
百

四
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

流
山
市
水
道
事
業
運
営
審

議
会
委
員
お
よ
び
水
道
事
業

管
理
者
な
ど
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
優
秀
作
品
（
ポ
ス
タ

ー
二
十
三
点
、
標
語
二
十
二

点
）
の
中
か
ら
、
次
の
と
お

り
最
優
秀
作
品
（
ポ
ス
タ
ー

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ

っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
―
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
き
ょ
う
か

ら
三
十
一
日
ま
で
、
全
国
一

斉
に
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

千
葉
県
共
同
募
金
会
流
山

市
支
会
で
は
、
市
内
自
治
会

お
よ
び
関
係
機
関
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
募
金
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

心
温
ま
る
善
意
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

善
意
は
、
市
内
の
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
方
な
ど

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

□問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
千
葉
県
共
同
募
金
会
流

山
市
支
会
�
７
１
５
９
―

４

７
３
５

司
（
東
深
井
小
４
年
）
▽
優

良
賞
＝
室
井
皆
美
（
西
初
石

小
２
年
）
／
延
廣
拓
音
（
流

山
北
小
３
年
）
／
室
井
美
生

（
西
初
石
小
５
年
）
／
高
市

克
彦
（
常
盤
松
中
２
年
）
／

丸
井
都
希
（
八
木
中
２

年
）
／
田
中
慶
（
東
部
中
３

年
）【科

学
作
品
の
部
】

▽
優
秀
賞
＝
立
澤
史
菜

（
西
深
井
小
５
年
）
▽
優
良

賞
＝
香
月
理
紗
（
小
山
小
４

年
）
▽
奨
励
賞
＝
中
敦
司

（
流
山
小
１
年
）

楽
ま
で
、
初
め
て
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
演
奏

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

兄
弟
な
ら
で
は
の
息
の
合

っ
た
迫
力
あ
る
音
色
を
、
ぜ

ひ
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
平
成
17
年
２
月

27
日
�
13
時
30
分
（
開
演
）

〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
入

場
料
＝
１
５
０
０
円
（
全
席

指
定
）
▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝

12
月
19
日
か
ら
、
文
化
会
館
、

各
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
、
イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
シ
テ
ィ
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
流
山
店
３
階
）、
読
売

新
聞
�
青
木
新
聞
Ｙ
Ｃ
初

石
支
店
、
朝
日
新
聞
�
ア

ー
ツ
Ａ
Ｓ
Ａ
江
戸
川
台
で
前

売
り
開
始

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

二
点
、
標
語
二
点
）
が
決
ま

り
ま
し
た
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

杉
浦
佑
奈

（
江
戸
川
台
小
２
年
）

川
口
恵
実

（
八
木
中
２
年
）

津軽三味線兄弟ユニット
KUNI-KEN（クニケン）

息
の
合
っ
た
兄
弟
演
奏
を

津
軽
三
味
線
ク
ニ
ケ
ン
飛
翔
コ
ン
サ
ー
ト

19
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

皆
さ
ん
の
善
意
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【
事
例
】（
八
十
歳
男
性
）

「
銀
行
に
預
金
し
て
も
、
今

は
ほ
と
ん
ど
利
息
が
付
き
ま

せ
ん
。
外
貨
預
金
よ
り
も
さ

ら
に
有
利
な
取
引
が
あ
り
ま

す
。
話
だ
け
で
も
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
と
、
知
ら
な
い
業
者

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、

お
断
り
し
て
電
話
を
切
り
ま

し
た
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に

営
業
員
が
自
宅
に
来
ま
し

た
。「

ド
ル
や
ユ
ー
ロ
の
取
引

を
す
れ
ば
絶
対
有
利
な
の

で
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

二
百
万
円
預
け
れ
ば
、
一
日

五
百
円
の
金
利
が
付
き
ま

す
」
と
、
外
国
為
替
証
拠
金

取
引
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

老
後
の
蓄
え
が
少
し
で
も

増
え
る
な
ら
と
思
い
、
二
百

万
円
を
振
り
込
み
ま
し
た

が
、
儲
か
る
ど
こ
ろ
か
損
失

が
増
え
る
ば
か
り
で
す
。
や

め
た
い
と
言
っ
て
も
、
や
め

さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

預
貯
金
の
低
金
利
が
続
く

中
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
っ

た
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。◆

仕
組
み
と
特
徴

一
定
の
証
拠
金
を
預
け
れ

ば
、
そ
の
十
〜
二
十
倍
の
外

貨
取
引
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。
小
額
の
資
金
で
大

き
な
利
益
が
期
待
で
き
る
一

方
、
相
場
が
予
想
に
反
し
た

場
合
、
損
失
が
大
き
く
な
り

非
常
に
ハ
イ
リ
ス
ク
な
取
引

と
い
え
ま
す
。

◆
問
題
点
は

勧
誘
に
際
し
て
、「
外
貨
預

金
と
同
じ
」、「
絶
対
に
損
は

さ
せ
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、

取
引
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク
に

関
し
て
、
十
分
な
説
明
を
行

わ
な
い
業
者
が
い
ま
す
。

◆
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

内
容
や
仕
組
み
が
十
分
理

解
で
き
な
い
場
合
は
、
き
っ

ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。相

談
事
例
に
つ
い
て
は
、

強
く
決
済
を
申
し
出
て
精
算

し
ま
し
た
。販
売
方
法
の
問
題

点
を
業
者
が
認
め
、
損
害
金

の
一
部
が
返
金
さ
れ
ま
し
た
。

消費生活センター 
�58-0999

ご
注
意
!!
外
国
為
替
証
拠
金
取
引

消費生活センター
�7158-0999

市民芸術劇場

年末は、家庭から出るごみの量が増えます。大掃
除は早めに行い、ごみは数回に分けて集積所に出し
てください。
また、粗大ごみが出た場合は、早めに引き取りを
依頼するか、各自クリーンセンターに搬入してくだ
さい。搬入時間は、�８時30分～11時40分�13時～
15時40分です。粗大ごみに限らず、搬入したごみは
重さによる料金精算となっています。
なお、年末年始のごみ収集は、別表のとおりです。
□問クリーン推進課�７１５７－７４１１

大掃除はお早めに！大掃除はお早めに！

年末年始のごみ収集 
期　　日 

25日��

12月 

1 月 

平常業務  
26日�� 休　　業  
27日�� 平常業務  
28日�� 平常業務  
29日�� 平常業務  
30日�� 平常業務  
31日�� 休　　業  
1 日�� 休　　業  
2 日�� 休　　業  
3 日�� 休　　業  
4 日�� 平常業務  

業務区分  

科
学
作
品
展

科
学
作
品
展
に
多
数
入
賞

多
数
入
賞 

科
学
作
品
展
に
多
数
入
賞 

東
小
東
小
が
科
学
論
文

科
学
論
文
の
部
・
学
校
賞

学
校
賞
に 

東
小
が
科
学
論
文
の
部
・
学
校
賞
に 

標
語
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

□問
水
道
局
庶
務
課
�
７

１
５
９
―

５
３
１
５

〈�売り出し期間�抽選日�景品〉

【電話局通り日栄会／�７１５２－６９１５】�12月10日～19日�12
月18日・19日�デジタルカメラ、クリスマスケーキ、ワインなど【みや

ぞの商店会／�７１５９－２５６１】�12月６日～19日�12月19日�ク
リスマスケーキ、ティッシュなど【江戸川台駅前商店街振興組合／�７
１５４－３２１１】�12月４日～12日�12月11日・12日�下総流山小判

つかみ取り、現金つかみ取り、豪華商品など【江戸川台西口学園通り昭

和会／�７１５４－５５５６】�12月１日～平成17年１月６日�１月６
日�自転車、米など※模擬店（焼きそば、綿あめなど）、杉の子学級手

作り作品バザー、農産物直売あり【平和台銀座通り商店会／�７１５
９－７７７７】�12月４日～11日�12月12日�下総流山小判500枚など

【松ケ丘商店会／�７１４５－００２１】�12月７日～25日�12月23日
～25日�買い物券（１万円）、ディズニーランドパスポートなど　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
水道週間

啓発ポスター・標語
最優秀作品決まる

谷
澤
玲
奈

（
南
流
山
小
６
年
）

山
浦

亮

（
八
木
中
１
年
）


